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第５章　整備基本計画

１．全体計画及び地区区分計画

　本節では、「大綱　“史跡の望ましい将来像”」の基本理念を具現化する「全体計画」

と、史跡の持つ価値、遺構・歴史的建造物の現存状況、史跡公園完成後の活用方法な

どの視点を踏まえた地区区分ごとの計画「地区区分計画」、及び史跡指定地外に現存

する遺構や歴史的建造物をつなぎ合わせ一体的な表現と活用を行っていく「史跡指定

地外の整備計画」について示す。

　

（１）全体計画

　『保存活用計画』第５章で記述した「大綱“史跡の望ましい将来像”」（以下本節では「望

ましい将来像」と称す）では、「史跡の価値を守り、活用する」、「史跡を整備し、多

様な人々が“憩う”場の創出」、「史跡を通して、歴史・文化を“学ぶ”」、「史跡を通じて、

板橋の現在・未来を“創る”」の４つを基本理念として掲げており、全体計画として

はこれらの「望ましい将来像」の具現化を達成できるような史跡整備を実施する。

　また『保存活用計画』第５章では、史跡の持つ価値と遺構・歴史的建造物の現存状

況、史跡公園完成後の活用方法などの視点による地区区分について検討を行ってきた

が、本計画の地区区分を図 23 の通りより明確に区分し、それぞれの区分の状況に適

した整備計画を検討している。

図 23：地区区分図

凡例
Ａ地区

Ｂ地区

Ａ’地区

平成28年度現況実測平面図平成28年度現況実測平面図
0 50m
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（２）地区区分計画

・Ａ地区：�現存する遺構・建造物が、明治維新から終戦までの近代的な火薬製造所及

び研究所の姿を象徴していることから、その遺構・建造物を通して板橋の

歴史や文化を学ぶ地区

　火薬製造所時代の遺構・建造物が集中する旧野口研究所跡地部分に加え、加賀公園

内に埋蔵する露天式発射場や隠蔽式発射場の射垜や軽便鉄道軌道敷跡部分、築山北側

斜面のコンクリート擁壁を含む地区をＡ地区とする。

　現在地区内に遺存する遺構・建造物は、第３章２．「（３）史跡指定地内に現存する

遺構・建造物の往時の利用方法・機能」（54 頁参照）で確認した通り、終戦直前の昭

和 18 年から 20 年までの状況を最もよく示していることから、遺構・建造物の保存整

備を実施し、終戦直前時の修景の再現をめざす。一方で、明治初期からはじまる火薬

製造所・研究所の歴史的変遷や石神井川との関係性など、史跡の本質的価値ではある

が、現状の修景からは理解しにくい内容については、ガイダンス機能や解説板などの

展示機能を整備し、来場者の更なる史跡の理解を促す。

　本史跡の本質的価値の一つである「先進的な測定技術が火薬生産へ導入された」（44

頁参照）という内容を展示するためには、露天式・隠蔽式発射場の復元が効果的であ

るが、現段階では、発掘調査や資料調査などといった学術的調査研究を継続し、復元

に足り得る資料の収集整理に努め、本質的価値の顕在化に向けた整備をめざしていく。

　なお遺構・建造物のうち燃焼実験室及び爆薬製造実験室は、外観のみならず内部公

開を念頭においた整備を実施する。特に燃焼実験室内部は史跡の構成要素としての展

示を行うほか、ガイダンス機能（※）を有する展示施設、休憩施設、史跡管理のため

の施設、トイレなどの便益施設などの機能の付与を検討する。

※ガイダンス機能について

　ガイダンス機能とは、史跡等が属する時代の歴史や文化を学習し、史跡の本質的価

値の理解を深めるための補完的機能である。他の史跡の例では、遺構等が土などで覆

い保護され、眼前で往時の状況を確認することが難しく、史跡の本質的価値を来場者

に理解してもらうために、ガイダンス機能をもつ施設を設置しているケースが多い。

　当史跡は、往時の遺構・建造物等が良好に遺存しており、遺構等を通じて史跡を理

解することが可能である一方で、今は失われた火薬製造・研究施設の役割や、石神井

川と火薬製造所との関わり等といった、現在の史跡指定地の遺構等では理解すること

が困難な要素については、ガイダンス施設の中で、来場者にわかりやすく提示すると

ともに、解説などを行っていくことが必要である。
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・Ａ’地区：�地下に埋蔵する可能性のある遺構等を保護しながら、歴史公園本来の機

能の充実を図ることで、多様な人々に憩いを提供する地区

　現在の加賀公園部分のうち、Ａ地区に含まれる地下に埋蔵すると考えられる露天式

発射場と隠蔽式発射場の射垜及び軽便鉄道軌道敷跡、また土塁の一部と考えられるコ

ンクリート擁壁の箇所を除く部分をＡ’地区とする。

　史跡指定地全体は都市計画法上の特殊公園である歴史公園として整備し、環境保全

やレクリエーション、景観形成などといった公園機能のほか、来場者の歴史への理解

を促す機能をもたせることを検討している。Ａ’地区内には、加賀藩下屋敷時代の唯

一の遺構であるとともに、近代には火薬の性能試験としても使用された築山が残り、

史跡公園の中でも特に歴史の重層性がよく示されている地区であることから、歴史の

重層性の象徴としての役割と、公園としての機能である水飲場や公園トイレ、ベンチ

といった便益施設・休憩施設の役割を共存させる整備を実施し、来園者に学びと憩い

を提供する。

　また現在の加賀公園は平成 20 年度の再整備に際し、ワークショップを実施し地域

の方々の意見を取り入れた公園整備を実施していることから、現状の機能の維持にも

配慮した整備計画を検討する。

　修景の整備においては、当地区の加賀公園造成時に、燃焼試験室や危険薬品庫など

の火薬製造所・研究所時代の建造物等が除去されており、地上にその遺構等を確認す

ることができないが、地下に遺構が埋蔵する可能性があることから学術的調査研究を

継続しながら現状保存し、あわせて屋外解説板の設置など展示整備を行うことで、火

薬製造所・研究所時代の状況を示す。

・Ｂ地区：�火薬製造所・研究所の施設が、戦後自然科学系の研究所として利用され、

科学技術研究の拠点となった歴史を学び、地域産業、科学技術が結びつく

板橋の未来を創造する地区

　石神井川北側の旧理化学研究所板橋分所跡地部分をＢ地区とする。

　地区内に遺存する遺構・建造物から、火薬製造所・研究所としての利用の状況及び

戦後その施設が理化学研究所によって利用された状況を展示することで、当地の歴史

の変遷を学ぶ場を提供する。また、当史跡が「工都板橋」の礎となり、現在の区の産

業の発展につながったこと、さらにその先の未来を展示することで、「ものづくりの

板橋」としてのブランド力の向上と定着、新たな魅力の創出へつなげていく。

　Ｂ地区内の遺構・建造物は、戦後理化学研究所が入所し、火薬製造所・研究所時代

に建築された施設に若干の改変を加えながらも、理化学研究所によって利用され続け、
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科学技術研究の中心となる起点となった昭和 20 ～ 30 年頃の状況を示す整備を検討す

る。

　建造物は史跡の構成要素としての展示を行うほか、ガイダンス機能を有する展示施

設、休憩施設、史跡管理のための施設、トイレなどの便益施設などの機能の付与を検

討する。

（３）史跡指定地外の整備計画

①�史跡指定地は陸軍板橋火薬製造所が所在した全体の敷地の一部に過ぎず、史跡指定

地外に現存する遺構・歴史的建造物等については、石神井川や招魂之碑、標柱など

の未指定文化財との関係を案内板や解説板を用いて示し、併せて回遊ルートを設定

するなど、点在している構成要素を線で結び、面とした一体的な史跡の価値として

表現し、いかしていく方法を検討するとともに、ガイダンス施設での展示整備につ

いても検討していく。

招魂之碑 標柱

②�地域の歴史・文化に関する広域的な立地関係をより良く理解するために、文化財講

座や展覧会等のソフト事業を、かつて第一陸軍造兵廠が所在しその遺構や建造物が

現存する北区などの近隣関係自治体と共同で企画するなど、隣接地域・自治体と連

携し、地域横断的な事業展開の実施を検討する。
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２．遺構・建造物の整備・活用に関する計画

（１）史跡指定地内の構成要素の整理

　本項では、第３章 46 頁で確認した史跡指定地内の構成諸要素ごとに整備と活用の

方針について整理する。なお本項における構成要素 No. は、『保存活用計画』50 頁に

掲載の構成要素の一覧表 No. に準拠する。

①Ａ地区

No. 名称 整備 活用
２ 射垜 保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

外観公開

３ コンクリート擁

壁

詳細不明のため、調査を継続 外観公開

７ 軽便鉄道軌道敷 保護に向けた整備 非公開（平面表示）
43 土塁 現状維持 外観公開
44 爆薬製造実験室 保存に向けた整備

内部公開に向けた整備

外観・内部公開

45 銃器庫 保存に向けた整備　　　　　　　　　　

保存庫として使用する場合の内部改修

外観公開・保存庫と

して使用
46 燃焼実験室 保存に向けた整備　　　　　　　　　　

整備方針に基づく外観・内部改修　　　　

活用に向けた内部整備

外観・内部公開、ガ

イダンス施設、休憩

施設、管理施設、便

益施設
47 擁壁 保存に向けた整備 外観公開
48 弾道管 保存に向けた整備　　　

復元のための学術的調査研究の継続

外観公開

49 加温貯蔵室 保存に向けた整備 外観公開
50 ガラス窓枠 保存に向けた整備 移動・外観公開
51 地下貯蔵庫 保存に向けた整備 外観公開
52 常温貯蔵室 保存に向けた整備 外観公開
53 土塁（北側） 保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

外観公開

54 土塁（南側） 保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

外観公開

55 発射場基礎 保護に向けた整備 非公開（平面表示）
56 試験室

（No.672）

保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

外観公開・保存庫と

して使用
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②Ａ’地区

No. 名称 整備 活用
57 試験室

（No.552）

保存に向けた整備　　　　　　　　　　

保存庫として使用する場合の内部改修

外観公開・保存庫と

して使用
58 軽便鉄道軌道敷 保護に向けた整備 非公開（平面表示）
59 金網柵 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
60 コンクリート塀 園路整備のため撤去検討 撤去検討
61 土留 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
62 石 詳細不明のため、調査を継続 当面は維持
63 排水溝跡 詳細不明のため、調査を継続 外観公開
64 コンクリート基

礎

詳細不明のため、調査を継続 外観公開

65 階段 復元的整備は実施しない �―
66 加温貯蔵室試験

火薬仮置場基礎

保護に向けた整備 外観公開

No. 名称 整備 活用
１ 加賀公園 公園本来の機能の充実のための整備 公開中
４ 築山 保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

公開中

５ 築山頂上部 保存に向けた整備

復元のための学術的調査研究の継続

公開中

６ 陸軍工科学校板

橋分校石碑

保存に向けた整備 公開中

８ 看板 機能の保全（修景にあった仕様に更新検

討）

使用継続

９ 公園灯 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
10 階段・鉄柵

（手すり）

機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続

11 案内板 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
12 ベンチ 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
13 石積・玉石擁壁 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
14 フェンス 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
15 土留 築山の保存整備に合わせて整備 使用継続
16 解説板（電気軌

道線路跡および

弾道検査管の標

的）

機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続

17 広場 機能の充実を図る整備 公開中



99

第５章　整備基本計画

No. 名称 整備 活用
18 コンクリート構

造物

詳細不明のため、調査を継続 当面は維持

19 コンクリート構

造物

詳細不明のため、調査を継続 当面は維持

20 パイプ管構造物 園路整備のため撤去検討 撤去検討
21 加賀前田家下屋

敷跡石柱

保存に向けた整備 公開中

22 案内板（加賀前

田家下屋敷跡）

機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続

23 板橋区と金沢市

との友好交流都

市協定締結記念

碑

保存に向けた整備 公開中

24 スロープ 園路整備に合わせた仕様の更新 使用継続
25 ブランコ 園路整備のため撤去検討 撤去検討
26 倉庫 現状維持 使用継続
27 分電盤 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
28 金網柵 史跡整備のため撤去後、管理目的のため

設置場所の検討

�―

29 板橋区防災備蓄

倉庫

現状維持 使用継続

30 園名石 史跡整備終了まで維持 撤去検討
31 水飲み 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
32 木柵 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
33 門柱跡 復元的整備は実施しない �―
34 花壇跡 復元的整備は実施しない �―
35 砂場跡 復元的整備は実施しない �―
36 便所 機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続
37 燃焼試験室跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
38 危険薬品庫跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
39 試験火薬置場跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
40 火気仮置場跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
41 準備室跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
42 常温貯蔵室跡 復元的整備は実施しない（解説板を設置）�―
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③Ｂ地区

No. 名称 整備 活用
67 宿舎コンクリー

ト基礎

保護に向けた整備 非公開（平面表示）

68 マイクロ加工棟 園路整備のため撤去検討 撤去検討
69 爆薬理学試験室 耐震工事を含めた保存に向けた整備

整備方針に基づく外観・内部改修

活用に向けた内部整備

外観・内部公開、ガ

イダンス施設、休憩

施設、管理施設、便

益施設
70 中性子線観測所

土台

保護に向けた整備 非公開（平面表示）

71 物理試験室 耐震工事を含めた保存に向けた整備

整備方針に基づく外観・内部改修

活用に向けた内部整備

外観・内部公開、ガ

イダンス施設、休憩

施設、管理施設、便

益施設
72 爆破試験用

コンクリートア

ンカー

保存に向けた整備 外観公開

73 井戸 保存に向けた整備 外観公開
74 電柱 機能の維持 使用継続
75 看板 保存に向けた整備 移動・外観公開
76 金網柵・コンク

リート塀

機能の保全（修景にあった仕様に更新） 使用継続

77 酸置場（No.449）復元的整備は実施しない �－
78 仮置場（No.525）復元的整備は実施しない �－
79 摩擦試験室

（No.455）

復元的整備は実施しない �－

80 射場（No.411） 復元的整備は実施しない �－
81 火薬試験室

（No.439）

復元的整備は実施しない �－

82 厠 復元的整備は実施しない �－
83 □廊下 復元的整備は実施しない �－
84 土塁 復元的整備は実施しない �－



101

第５章　整備基本計画

（２）史跡の本質的価値を構成する諸要素の表現方法と整備活用計画

　本項では、史跡指定地内の本質的価値を構成する遺構・建造物に関して、その機能

及び現状を確認し、第５章「１．全体計画及び地区区分計画」で先述した整備方針に

基づく整備活用計画について地区ごとに記述する。なお、建造物内部の整備活用につ

いては、令和元年度に作成した『史跡陸軍板橋火薬製造所跡建造物調査報告書』にお

ける「部分及び部位設定と保護の基本方針（※）」を基に計画を検討する。

　また、遺構・建造物のうち、資料情報の不足などからその使用方法の把握が不十分

なものがあるが、現時点で把握している情報を基に整備活用計画を検討する。ただし

今後の学術的調査研究により使用内容の把握ができた場合は、整備活用計画を再検討

する可能性があるため、可逆性を念頭においた整備活用計画策定に努める。

※部分及び部位設定と保護の基本方針

　重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針（以下指針とする）及び作成要領（平

成 11 年３月文化庁文化財保護部長通知）では、国により史跡として指定等の保護

をされている土地を計画区域として、所有者が重要文化財（建造物）の保存活用計

画を自主的に作成することができるとされている。本史跡における建造物は文化財

指定されているものではないが、史跡と一体をなして価値を形成する建造物として、

重要文化財と同等の保護措置が図られるべきものであるため、指針に基づく建造物

の整備計画策定に努める。

　指針では、計画区域内の建造物について、次に示す方法により部分及び部位を設

定して保護の方針を定めるとされている。（以下引用文）

⑴部分の設定と保護の方針

　屋根、壁面外観（各面毎）又は各部屋を単位として、以下の標準区分に準じて「部

分」を設定して、形式、意匠、技術、その他について保護の方針を定める。

ア保存部分

文化財としての価値を守るために厳密な保存が要求される部分で、主として後述

する部位の基準１又は２に該当する部位により構成される部分

１）構造上特に問題を有する場合を除き、壁、柱、床、梁、屋根等の主要構造部

及び通常望見できる範囲については、公共の文化財という観点から、原則として

保存部分とする。

２）内部において保全部分又はその他部分とすることができるのは、改造により

文化財としての原状が失われている部分、厳密な保存を必要とせずかつ全体とし

ての価値を損なわない部分、管理・活用（もっぱら居住等の用に供するために必

要な部分など）及び補強等のために改変が許される部分に限る。
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ア部位の設定

前項で設定した各部分について、一連の部材等（室内の壁面、床面、天井面、窓

及び窓枠、暖炉、軒飾り等）を単位として、目視による観察や簡単な調査によっ

て明らかな範囲で、以下の標準的な区分に準拠して「部位」を設定して保護の方

針を定める。

１）基準１：材料自体の保存を行う部位

２）基準２：材料の形状・材質・仕上げ・色彩の保存を行う部位

３）基準３：主たる形状及び色彩を保存する部位

４）基準４：意匠上の配慮を必要とする部位

５）基準５：所有者等の自由裁量に委ねられる部位

イ部位設定の留意事項

部位の設定にあたっては、以下の点に留意する。

１）保存部分にあっては、装飾が施されるなど意匠上の配慮が必要とされる部位・

特殊な材料又は仕様である部位・主要な構造を構成する部位については、原則と

して基準１とし、定期的に材料の取り替えを必要とする修理が必要とされる部位

については基準２、活用又は補強等のため特に変更が必要な部位に限り基準３と

する。

２）保全部分にあっては、保存部分との調和が求められる部位については主とし

て基準３とし、活用又は補強のため特に変更が必要な部位についても基準４とす

る。なお、特に保存が必要な部位が存在する場合には、基準１又は基準２とする。

３）その他部分にあっては、保存部分と意匠的に一体である部位については基準

４とし、その他については基準５とすることができる。特に保存が必要な部位が

存在する場合は、基準１又は基準２とする。

４）判断が困難な部位は、文化財保護の観点から上位に区分する。

５）新建材等によって被覆されている部位は不詳とし、覆っている材料の撤去・

更新等の是非に関する区分を（�）で記す。

イ保全部分

維持及び保全することが要求される部分で、主として後述する部位の基準３又は

４に該当する部位により構成される部分

ウその他部分

活用又は安全性の向上のために改変が許される部分で、主として、後述する部位

の基準４又は５に該当する部位により構成される部分

⑵部位の設定と保護の方針
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　本史跡は、整備方針及び内部公開の計画に基づき、後年の改造部分の除去など、現

状の改変を伴う積極的な整備が検討される燃焼実験室（Ａ地区）、爆薬理学試験室・

物理試験室（Ｂ地区）について上記指針に基づいた部分及び部位設定及び保護方針を

決定したうえでの整備計画策定に努める。なお、これらの建造物の部分及び部位設定

及び保護方針は巻末資料に掲載する（資料 49 頁、102 頁、129 頁参照）。

　その他の遺構・建造物については、現時点では改変を伴う積極的な整備を実施せず、

躯体の劣化防止などの保存整備による現状維持を検討する。

表 11：建造物の保護の基準の設定

　なお本項における構成要素 No. は、『保存活用計画』50 頁に掲載の構成要素の一覧

表 No. に準拠する。

①Ａ地区

①－１燃焼実験室【構成要素 No.46】

【機能と現状】

　発射薬や曳光弾等の燃焼速度や圧力

などを測定する試験に使われていた建

造物で、銃の発射装置も置かれていた

ものと考えられ、建設は昭和 18 年頃と

推定される。

　１階北東部の部屋は「発射室」と呼

ばれていたことが判明している。この

部屋の外側に隠蔽式発射場の弾道管が接続していた痕跡が残っていること、前記弾道

管と燃焼実験室が接続している状況を戦後の記録写真で確認することができることか

ら、北東部の部屋から隠蔽式発射場の射垜に向かい銃の発射試験を行っていた可能性

が考えられる。

　その他の内部の部屋の具体的な利用方法は、戦後入所した野口研究所によって研究

施設として使用された際、内外観ともに多くの改変がなされたことや、資料的制約か

ら戦前の状況の理解が困難な状況である。

燃焼実験室

基準１ 基準２ 基準３ 基準４ 基準５
保存部分 保全部分

その他部分
材料自体の保存 材料の形状・材

質・仕上げ・色

彩の保存

主たる形状・色

彩の保存

意匠上の配慮 所有者の自由裁

量
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【整備活用計画】

　前項で記述したＡ地区の整備目標「現存する遺構・建造物が、明治維新から終戦ま

での近代的な火薬製造所及び研究所の姿を象徴していることから、その遺構・建造物

を通して板橋の歴史や文化を学ぶ地区」に基づく整備を検討する。

　外壁塗装の除去や往時の出入口の設置など、外観の展示整備を行うとともに、史跡

の本質的価値を表現するために内部の公開整備を検討する。

　往時の機能の把握が不十分であることから、現状の維持を中心に整備を進めるが、

明らかに後年の改変であると認められる部分・部位については、必要に応じて前述の

部分及び部位設定と保護の基本方針に従い、学術経験者や文化庁などの関係機関と協

議のうえ撤去・更新を検討する。　

　なお、資料的制約から、燃焼実験室で唯一用途の判明している１階北東部の発射室

部分を含め、往時の状況を再現することが困難であることから、史跡の構成要素とし

ての理解を妨げない範囲で、史跡の本質的価値の理解に資するガイダンス施設や、休

憩施設、管理施設、便益施設を設置し、建造物の積極的な活用を図る。内部整備の詳

細については、本章「11．公開・活用及びそのための施設に関する計画」で記載する。

外観の具体的整備の検討

○外壁の塗装の除去及び劣化防止

○外壁に付設する配管類の撤去

○開口部塞ぎ部分を除去したうえで出入口部分を設置

内部の具体的整備の検討

○１階北東部の発射室の展示整備

○１階トイレ部分の撤去など外壁開口部塞ぎ部分の除去による内部整備

○開口部建具更新部分の復元

○内壁のベニアパネルによる塞ぎ部分の撤去

※�外観・内部の整備方法については、建造物調査を基に定めた 101 頁に記載の「部分

及び部位設定と保護の基本方針」に従い検討する。なお、部分部位の評価について

は巻末資料に添付する。

①－２銃器庫【構成要素 No.45】

【機能と現状】

　鉄筋コンクリート平屋建で、射撃場で使用した小火器類を保管した場所である。内

部西側半分に大型の木造２階建の棚床を設置しており、建物西側・東側の窓及び南側

の出入口には緊急用の火薬製造所時代の防犯シャッターが設置されている（このうち
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東側のシャッターは現存しない）。

　現在、内部は火薬製造所時代の遺物を保管する場所として利用している。外壁には

亀裂が見られるほか、東側開口部はベニアパネルによって塞がれているが劣化により

内部に風雨の吹込みが見られる。

銃器庫 銃器庫内に現存するシャッター

【整備活用計画】

　劣化度調査を基に、保存のための処置を行う。原則として外観公開とし、内部は改

変せず引き続き保管庫として使用する。

具体的整備内容の検討

○外壁のコンクリート亀裂部分の修復及び東側開口部劣化部分の修復

○コンクリート躯体中性化等の対策処理

○内部の木枠やシャッターなどの遺構の現状保存措置

○外観公開のための解説板の設置

①－３試験室（№ 552）（№ 672）【構成要素 No.56・57】

【機能と現状】

　鉄筋コンクリート平屋建で、東（№ 552）と西（№ 672）の２棟からなる。燃焼実

験室で行われていた試験に関係する施設であると考えられるが詳細は不明である。

　現時点で内部の利用は行っていない。

【整備活用計画】

　劣化度調査を基に、保存のための処置を行う。現時点では外観公開とし、内部は現

状を維持しながら関連文化財の収蔵機能を付与することを検討する。また、今後の学

術的調査研究で詳細が判明した場合は、内部公開を検討する。
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試験室（No.552） 試験室（No.672）

具体的整備内容の検討

○外壁のコンクリート亀裂部分の修復

○コンクリート躯体中性化等の対策処理

○外観公開のための解説板の設置

①－４常温貯蔵室【構成要素 No.52】

【機能と現状】

　石神井川方向に開閉扉を有するコン

クリート造貯蔵庫で、試験用火薬を仮

置きする用途で使われていた。

　コンクリートに経年劣化が見られる

とともに、鉄製扉も劣化しており開閉

が困難である。

【整備活用計画】

　劣化度調査を基にした保存整備を行うとともに、外観公開とする。

　なお前述の通り鉄製扉が腐食し扉が開いた状態で開閉が困難になっている箇所があ

るように、保存状態が良好ではなく今後も風雨による影響を避けられないことから、

素屋根や半密閉式施設の覆屋の設置など、保存環境の整備を検討する。

具体的整備内容の検討

○外壁のコンクリート亀裂部分の修復

○保存のための整備方法の検討

○外観公開のための解説板の設置

常温貯蔵室
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①－５加温貯蔵室【構成要素 No.49】

【機能と現状】

　鉄筋コンクリート平屋建で、砲弾に

ＴＮＴなどの炸薬を溶填した後に、加

温しながら脱泡させる目的で利用され

ていた。ＴＮＴなどの炸薬は、低温で

は鋭敏となるため、加温して貯蔵され

ていたと考えられる。

　南北面の扉や北面のシャッターなど、

後年の改変と思われる部分がある。また現状では鉄筋のかぶり部分コンクリートの爆

裂や、コンクリート基礎の破損などの劣化部分がみられ、内部は使用されていない。

【整備活用計画】

　劣化度調査を基にした保存整備を行うとともに、外観公開とする。

　改変部分については、終戦前の状況が不明のため現時点では復元的整備は行わず、

全容解明を目的とした学術的調査研究を継続する。また現状を誤認させる恐れがある

ため、解説板で後年の改変であることを示す。

具体的整備内容の検討

○損傷部分の補修

○劣化度調査に基づく保存整備

○外観公開のための解説板の設置

①－６爆薬製造実験室【構成要素 No.44】

【機能と現状】

　爆薬の製造実験を行っていた施設であ

る。史跡指定地外である野口研究所敷地

の西に位置していたが、区は火薬製造実

験という火薬製造・研究の主要な役割を

果たしていた施設であることから保存の

価値は大きいと判断し、現在の史跡指定

地西端に曳家、移設し保全した。

　往時の躯体のおよそ３分の１が移設されており、その部分には当時爆薬製造桝が設

置され、火薬調合実験が行われていたと考えられるが、製造方法や製造装置などは記

録がなく不明である。

加温貯蔵室

爆薬製造実験室
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　現在の東壁部分や鉄製階段、鉄骨足場組みなどは、野口研究所時代の改変であると

考えられる。

　屋根部分に損傷が見られるなど、損傷部分が散見される。

【整備活用計画】

　火薬製造所・研究所の主要な機能を担っていた部分であり、内部公開が妥当である

と考えられるため、損傷部分の補修整備を行ったうえでの内部公開を検討する。なお

屋根や外壁等の損傷が激しく、自然の営為によるき損を防ぐことが困難であると考え

られることから、損傷部を補修した後、半密閉式施設の覆屋を設置するなど安定的に

良好な環境を維持できる整備を検討する。

　鉄製階段、鉄骨足場組みなどの後年の追加であると考えられる部分は、現時点では

改変の記録がなく把握が不十分であるためこのまま維持する。学術的調査研究を継続、

全容解明後の撤去等を検討する。

　内部を公開するにあたり、解説板の設置など当該建造物の機能の理解に資する整備

の実施及び心理柵の設置など文化財のき損を防ぐ整備の実施を検討する。

具体的整備内容の検討

○損傷部分の補修

○保存のための整備方法の検討

○内部公開のための解説板の設置及びき損防止の心理柵等の設置検討

①－７弾道管【構成要素 No.48】

【機能と現状】

　燃焼実験室の発射室及び加賀公園内

の射垜とともに隠蔽式発射場を構成す

る。内部に電気線を通しており速度計

機能を備え、発射室から発射された弾

速の測定の機能を担っていたと思われ

る。

　火薬製造所時代は西端を燃焼実験室

と連結し、東端は加賀公園内の射垜に連結していたものと考えられるが、戦後燃焼実

験室とは切断され、現加賀公園部分は除去されているとともに、中央部分が切断され

た。その結果、当時は全長が 50 ｍであったが、現在の長さは 30.5 ｍとなっている。

　管の外側が一部破損しており、内部の鉄線がむき出しとなっている部分がある。

弾道管
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第５章　整備基本計画

【整備活用計画】

　劣化度調査を基にした保存整備を行うとともに、外観公開とする。

　燃焼実験室発射室及び射垜と連結していた状況を示すことが、当史跡の本質的価値

の一つである「先進的な測定技術が火薬生産へ導入された」という価値を理解するの

に有効であるが、隠蔽式発射場の復元のための調査が不足していることから、現状は

破損部分の修復や保存のための整備を実施するとともに、復元のための調査を継続す

る。

具体的整備内容の検討

○破損部分の修復

○劣化度調査に基づく保存整備

○外観公開のための解説板の設置

①－８発射場基礎【構成要素 No.55】

【機能と現状】

　露天式発射場における弾速検査のた

めの銃砲の発射地点の遺構が発射場基

礎である。

　検測儀の使用など西洋式発射計測機

能を用いた弾丸速度測定が行われてい

た場所が露天式発射場であり、西側の

発射小屋及び東側の加賀公園内に埋没

する射垜で構成されていた。

　発射小屋は平成 17 年頃解体除去されており、現在はコンクリート製の建物基礎を

残すのみとなっている。

【整備活用計画】

　発射小屋の資料が不足しており再現は極めて困難であるため、発射場基礎は盛土な

どの遺構保護整備を行ったうえで平面表示や解説板の設置などを検討する。

　ただし、露天式発射場の再現が、当史跡の本質的価値の一つである「先進的な測定

技術が火薬生産へ導入された」という価値を理解するのに有効であることから、発射

小屋の再建など、可能な限り終戦前の状況を再現する整備をめざし学術的調査研究を

継続する。

発射場基礎
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具体的整備内容の検討

○盛土など遺構保護のための整備方法の検討

○解説板の設置

①－９土塁（北側・南側）【構成要素 No.53・54】

【機能と現状】

　Ａ地区中央部分に２本遺存しており、これらの土塁に挟まれる形で露天式発射場が

設置されている。火薬の製造、試験、及び貯蔵の際の爆発防護構造物としての目的で、

大正 10 年以前に構築されたものである。

　北側土塁には２本の直交する土塁があったが、東側の土塁は撤去され、現在は西側

に１本が現存するのみである。また南側土塁は昭和 30 年代まで北側土塁と同じ高さ

（約 2.7 ｍ）を有していたが、その後削平されている。

　両土塁とも遺構保護のため盛土が施され、北側土塁の南西部には崩落の恐れがあっ

たため擬木、西端部にはシートパイルによる土留めがそれぞれ施工されている。加賀

公園内に位置する両土塁の東端部は、公園園路設置のため切土、盛土され発射場とし

ての修景は失われている。

土塁（南側）土塁（北側）

【整備活用計画】

　土塁自体に高低差を生じていることから危険防止のため周辺からの外観公開部分と

する。

　火薬の製造、試験、貯蔵の爆発防護構造物としての機能を表現することが史跡の理

解に資するのに最適な方法であるが、往時の土塁構造の詳細が把握できていないこと

から、現状を保存する整備を実施するとともに、復元のための学術的調査研究を継続

する。

　北側土塁の西端部の土留め（シートパイルなど）は、擁壁の設置など往時の修景と

誤認されないような仕様への変更を検討する。
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第５章　整備基本計画

具体的整備内容の検討

○崩落防止など遺構保存方法の検討

○南北両土塁の土留め施工の検討

○土塁上に植生する樹木の伐採などの整備検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置検討

①－ 10 射垜【構成要素 No.2】

【機能と現状】

　露天式発射場及び隠蔽式発射場の標的である。

　露天式発射場の射垜は、加賀公園内の築山西北部に設置された煉瓦コンクリート造

の構造物で、加賀公園の造成に伴い現在は上部構造のみが露出しており下方部は埋設

していると推察される。

　露天式発射場の南側に隠蔽式発射場

が設置され、燃焼実験室の発射室、弾

道管及び射垜で構成されていた。この

隠蔽式発射場の射垜も加賀公園造成時

に地下に埋設されたか除去されており、

現在は確認することができない。

　また、射垜正面部分についても同様

に盛土され目視できないため発射場と

しての理解が困難な状況である。

現在の露天式発射場射垜

（上部構造が露出している）

加賀公園造成前の露天式発射場射垜 加賀公園造成前の隠蔽式発射場射垜

【整備活用計画】

　火薬の品質を均一化するための弾道検査は当史跡における主要な機能であることか

ら、露天式発射場及び隠蔽式発射場の復元をめざすが、現状では射垜構造の詳細の把

握が不十分であることから、現状保存により遺構の保護をめざす。
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　また露天式、隠蔽式発射場の復元に向けた学術的調査研究を継続する。具体的には

加賀公園造成による埋設部分の発掘調査や、射垜躯体部分の構造調査などを検討する。

具体的整備内容の検討

○埋設部分の発掘調査

○遺構保存方法の検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置検討

①－ 11 擁壁【構成要素 No.47】

【機能と現状】

　隠蔽式発射場と電気軌道敷の間に設

置されたもので、何らかの目的で研究

施設と軽便軌道を隔てる目的があった

ものと思われる。

　鉱滓煉瓦（※）塀と鉄筋コンクリー

ト塀が連結された形状で、火薬製造所

時代は燃焼実験室南側沿いから隠蔽式

発射場射垜付近まで設置されていたが、現在は鉱滓煉瓦塀４スパン、鉄筋コンクリー

ト塀１スパンの約 12 ｍ部分及び燃焼実験室南側沿いに鉱滓煉瓦塀の基礎部分を残す

のみである。

　鉱滓煉瓦塀は経年劣化により目地部分や鉄筋コンクリート塀との取次部分に損傷が

見られ、基礎のみが遺存する部分も亀裂などの損傷が進むなど、状態は不良である。

　※�鉱滓煉瓦：金属精錬の際に発生する不純物である鉱滓（スラグ）を利用して成型

した煉瓦であり、強度は通常の煉瓦と同等である。

【整備活用計画】

　外観公開部分とし、劣化度調査に基づく損傷部分の修復及び保存方法の検討を行う。

　また、近接の電気軌道敷跡は、公園園路として整備を検討していることから、安全

確保と倒壊防止のため、耐震補強の方法についても検討する必要がある。

　戦後の撤去部分については、擁壁の設置目的の把握が不十分であることなどから現

時点では復元を行わず、学術的調査研究を継続し全容の解明をめざす。

擁壁
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第５章　整備基本計画

具体的整備内容の検討

○劣化度調査に基づく損傷部分の修復及び保存方法の検討

○倒壊防止のための補強方法の検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置

①－ 12 地下貯蔵庫【構成要素 No.51】

【機能と現状】

　常温貯蔵室の北側に設置された露天

式の地下貯蔵庫で、貯水機能を備えて

いる。発火温度が低い無煙火薬を長期

保存する際に水蓄する手法が取られて

いたと考えられる。

　後年の改変により現在は上部が鉄板

で塞がれている。

【整備活用計画】

　火薬の保管方法として常温・加温の他に水蓄冷水機能を設けた貯蔵庫があったこと

を表現することが史跡の価値の理解につながるため、上部の鉄板を除去し開口部を露

出した状態での展示を検討する。

　なお開口部からの雨水の流入による劣化や、見学者の転落防止の観点から、半密閉

式施設の覆屋を設置するなど、適切な展示方法を検討する。

具体的整備内容の検討

○劣化度調査に基づく保存整備方法の検討

○適切な展示方法の検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置

①－ 13 加温貯蔵室試験火薬仮置場基礎【構成要素 No.66】

【機能と現状】

　①－５加温貯蔵室に併設し、同様の機

能を有していたものと考えられ、現在は

基礎部分のみが残る。

【整備活用計画】

　①－５加温貯蔵室と同様、火薬の貯蔵

地下貯蔵庫

加温貯蔵室試験火薬仮置場基礎



114

機能を理解することができる遺構であることから外観展示を検討する。現時点では除

去された建造物の詳細な構造が不明のため復元整備は行わず、全容解明のための学術

的調査研究を継続する。

具体的整備内容の検討

○劣化度調査に基づく保存整備方法の検討

○適切な展示方法の検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置

①－ 14 軽便鉄道軌道敷【構成要素 No.7・58】

【機能と現状】

　軽便鉄道は明治 39 年度に陸軍によって敷設され、板橋区と北区に展開した軍の工

場や施設間を結び、各工場の暖房や動力用ボイラーなどに使う石炭などの物資や製造

された製品の運搬、製造所内外を含む従業員の連絡用などの役割を担っていた。

　現在は燃焼実験室南側と王子新道との間に、Ａ地区西端部（旧野口研究所部分）か

ら加賀公園入口付近まで道路状の遺構が残る。

　旧野口研究所部分では玉砂利を含むコンクリート敷の土台部分が確認できるが、加

賀公園部分では、整備により遺構の状況を確認することができない。

軽便鉄道軌道敷跡（旧野口研究所内） 軽便鉄道軌道敷跡（加賀公園内）

【整備活用計画】

　加賀公園部分の遺構の状況の確認が不十分であるため、発掘調査の実施を検討する。

また、当史跡の本質的価値の一つである「首都の巨大な軍工廠を象徴する施設群が広

域的に展開する」という価値を理解するためには軌道敷を露出し展示することが最適

であるが、軌道敷上はＡ－Ａ’地区間の通行部分として想定されていることから、遺

構の劣化を防ぐため盛土を行ったうえで、コンクリート敷、枕木、レールを模した平

面表示を検討する。
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第５章　整備基本計画

具体的整備内容の検討

○盛土等遺構面保護のための整備

○発掘調査による遺構確認

○軌道幅の表示など、平面表示方法の検討

○解説板の設置

①－ 15 ガラス窓枠【構成要素 No.50】

【機能と現状】

　①－６爆薬製造実験室において、東

壁部分に設置されていた。曳家工事の

際に当該部分を取り外し、史跡指定地

内で保存している。

　窓ガラス部分に破損が見られるなど、

劣化が確認できる。

【整備活用計画】

　①－６爆薬製造実験室と一体をなすものであり、外観展示が適当である。

　破損部分は修復せず、保存整備を行ったうえで、①－６爆薬製造実験室付近での展

示を検討する。

具体的整備内容の検討

○保存整備方法の検討

○展示方法の検討

○解説板の設置

②Ａ’地区

②－１築山【構成要素 No.4】

【機能と現状】

　近世に造営された人工の山で、加賀藩下屋敷時代の池泉回遊式庭園を構成し、資料

上は「大山」や「高山」と称される。火薬製造所の開設後、当地で製造された火薬の

効力試験の必要が生じたことから、明治 10 年から検測儀を使った試験射撃を開始し、

その際に弾丸を受け止める射垜として築山を使った。

　その後、①－ 10 射垜で示した通り、露天式発射場、隠蔽式発射場の整備が行われ

た中で、築山に煉瓦コンクリート造、鉄筋コンクリート造の射垜が設置されている。

　現在は築山頂上部及び北西部に広場が設けられ、特に北西部の広場からはＡ地区方

ガラス窓枠
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面を一望できる。

　なお、現在確認できる唯一の加賀藩下屋敷に関する遺構であり、区は昭和 63 年度

に築山を含めた加賀公園を「加賀前田家下屋敷跡」として登録記念物（史跡）として

いる。

【整備活用計画】

　火薬の品質を均一化するための弾道検査は当史跡における主要な機能であり、その

的となった築山の修景の復元をめざすが、現状では往時の修景の把握が不十分である

ことから、現状保存により遺構保護を行うとともに、修景の復元に向けた学術的調査

研究を継続する。

　また「加賀前田家下屋敷跡」として区の登録記念物（史跡）となっていることから、

加賀藩下屋敷の遺構としての展示方法も併せて検討する。

　北側斜面には根茎が露出した樹木があり、倒木の恐れもあることから、伐採及び法

面の崩落防止整備を検討する。

　築山内を回遊する園路や広場は、前述の修景復元を実施するまでは現状を維持する

が、丸太階段部分など、経年劣化が見られる部分はその機能を更新するなど、来場者

の安全確保のための整備を検討する。

具体的整備内容の検討

○復元に向けた学術的調査研究の継続

○解説板の設置など、展示方法の検討

○危険樹木の伐採と崩落防止措置の検討

○劣化部分の機能更新

②－２燃焼試験室跡【構成要素 No.37】

②－３危険薬品庫跡【構成要素 No.38】

②－４試験火薬置場跡【構成要素 No.39】

②－５火気仮置場跡【構成要素 No.40】

②－６準備室跡【構成要素 No.41】

②－７常温貯蔵室跡【構成要素 No.42】

【機能と現状】

　②－２から②－７は、火薬研究所時代の遺構であり、加賀公園整備工事により解体、

撤去され、現在は地上に遺構を確認することができない。火薬研究に関する機能を有

していたものと思われるが詳細は明らかではない。
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第５章　整備基本計画

【整備活用計画】

　歴史公園機能の充実をめざすエリアであることから、建造物等の復元整備はせず、

解説板等での表示を検討する。

　地上には顕著な遺構が存在しないが、地下遺構が埋没する可能性があるので、発掘

調査などの学術的調査研究の実施を検討する。

具体的整備内容の検討

○展示方法の検討

○学術的調査研究の実施

③Ｂ地区

③－１物理試験室（理化学研究所ＣＤＥ棟）【構成要素 No.71】

【機能と現状】

　Ｃ棟、Ｄ棟、Ｅ棟の３棟が連結した建物であり、Ｃ棟は昭和 13 年設置の鉄筋コン

クリート平屋建、Ｄ棟は明治 40 年設置の煉瓦造平屋建、Ｅ棟は昭和６年設置の鉄筋

コンクリート平屋建である。

　煉瓦造のＤ棟は当初光沢室であり、火薬の静電気防止のために黒鉛で光沢処理を行

う工程を担う機能があった。その後Ｃ、Ｅ棟が設置、連結され物理試験室となり、火

薬の密度試験や粒度試験などの物理試験が行われていたが、部屋ごとの使用方法は資

料不足により十分に把握できていない。戦後は理化学研究所が入所し、宇宙線の観測

研究などの基礎研究の実績により日本物理学界の中心的場所となっていた。

　内部は改変が多いが、火薬製造所時代の遺構としてはＤ棟の電気軌道レール跡や鉄

骨リベット接合の小屋組みが残り、戦後の遺構としては理化学研究所による宇宙線観

測機器設置のための設備や電子計算機の設置跡である床構造が挙げられる。

　躯体は耐震診断により、Ｃ、Ｄ棟について耐震補強が必要との結果が出ている。

物理試験室（外観） 鉄骨リベット接合の小屋組み（Ｄ棟）
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【整備活用計画】

　前項で記述したＢ地区の整備目標「火

薬製造所・研究所の施設が、戦後自然

科学系の研究所として利用され、科学

技術研究の拠点となった歴史を学び、

地域産業、科学技術が結びつく板橋の

未来を創造する地区」に基づいた整備

を行うため、及び本史跡の「戦後復興

期には先進的科学技術研究の拠点とな

り、世界に発信された」という本質的価値の理解に資する表現を行うための整備を検

討する。

　外観の展示に加え、内部にも史跡の本質的価値を示す遺構が残っていることから、

耐震補強方法の検討を含め内部公開に向けた整備を検討する。

　当地区は戦後の理化学研究所による改変部分も含めた本質的価値を展示する地区で

あることから、原則として現状の維持をめざすが、活用上必要である場合は、前述の

部分及び部位設定と保護の基本方針に従い、学術経験者や文化庁などの関係機関と協

議のうえ撤去・更新を検討する。　

　また、物理試験室の内部の詳細は資料的制約から把握できておらず、物理試験室と

しての内部状況の復元は困難であることから、内部は戦後の価値の理解に資する整備

を検討するとともに、史跡の構成要素としての理解を妨げない範囲で、ガイダンス施

設や、休憩施設、管理施設、便益施設を設置し、建造物の積極的な活用を図る。内部

整備の詳細については、　「11．公開・活用及びそのための施設に関する計画」で記載

する。

外観の具体的整備の検討

○外壁の損傷部分の修復方法の検討

○耐震補強方法の検討（内外観共通事項）

○外壁塗装の除去

○解説板の設置

内部の具体的整備の検討

○Ｃ棟コンクリートブロック施工部分の倒壊防止工法検討

○耐震補強方法の検討（内外観共通事項）

○戦後改変部分・部位の撤去

○『保存活用計画』第７章で記載した「産業ミュージアム」の整備検討

電気軌道レール跡（Ｄ棟）
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※�外観・内部の整備方法については、建造物調査を基に定めた 101 頁に記載の「部分

及び部位設定と保護の基本方針」に従い検討する。なお、部分部位の評価について

は巻末資料に添付する。

③－２爆薬理学試験室（理化学研究所Ｂ棟）【構成要素 No.69】

【機能と現状】

　鉄筋コンクリート造平屋建、地下１階建であり、昭和９年から 12 年の間に設置さ

れたものである。火薬製造所時代は何らかの試験が行われていた施設であるが資料的

制約から詳細は不明である。戦後は理化学研究所によりＸ線棟研究室、セミナー室と

して使用されていた。

　改変が多く行われている一方で、北側私道側の４か所の庇や、石神井川側に意図的

に低く掘り込まれた地形、東部分のバルコニーなど、爆薬理学試験室時代の状況をよ

く示す箇所が遺存する。

　躯体は耐震診断により、耐震補強が必要との結果が出ている。

爆薬理学試験室 東部分のバルコニー

【整備活用計画】

　前項で記述したＢ地区の整備目標「火薬製造所・研究所の施設が、戦後自然科学系

の研究所として利用され、科学技術研究の拠点となった歴史を学び、地域産業、科学

技術が結びつく板橋の未来を創造する地区」に基づいた整備を行うため、及び本史跡

の「戦後復興期には先進的科学技術研究の拠点となり、世界に発信された」という本

質的価値の理解に資する表現を行うための整備を検討する。

　なお前述の爆薬理学試験室時代の遺構については、史跡の本質的価値を示すものと

して保存措置を行ったうえでの展示整備を検討する。
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外観の具体的整備の検討

○外壁の損傷部分の修復方法の検討

○耐震補強方法の検討（内外観共通事項）

○外壁塗装の除去

○解説板の設置

内部の具体的整備の検討

○耐震補強方法の検討（内外観共通事項）

○戦後改変部分・部位の撤去

○『保存活用計画』第７章で記載した「産業ミュージアム」の整備検討

※�外観・内部の整備方法については、建造物調査を基に定めた 101 頁に記載の「部分

及び部位設定と保護の基本方針」に従い検討する。なお、部分部位の評価について

は巻末資料に添付する。

③－３爆破試験用コンクリートアンカー【構成要素 No.72】

③－４井戸【構成要素 No.73】

【機能と現状】

　③－１物理試験室の南側、石神井川側に位置する。爆破試験用コンクリートアンカー

を吊り上げ井戸に蓋をし、井戸内の水中で爆破実験を行っていたとされるが詳細は不

明である。

爆破試験用コンクリートアンカー 井戸

【整備活用計画】

　火薬の品質試験に関する遺構であり、外観展示が妥当である。

　なお躯体の劣化防止や見学者の転落防止の観点から、半密閉式施設の覆屋を設置す

るなど、適切な展示方法を検討する。
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具体的整備内容の検討

○劣化度調査に基づく保存整備方法の検討

○適切な展示方法の検討

○外観公開部分としての柵等の設置及び解説板の設置

③－５宿舎コンクリート基礎【構成要素 No.67】

【機能と現状】

　Ｂ地区東側、愛誠病院前入り口付近に遺存する。戦後理化学研究所により宿舎が設

置されたが現在は撤去されており、その基礎であると思われる。

　理化学研究所宿舎の構造等詳細は不明である。

【整備活用計画】

　往時の内部構造や機能は不明であることから、復元等の整備は行わず、基礎部分の

劣化防止のための盛土による保存措置を行った後、平面表示による展示を検討する。

具体的整備内容の検討

○盛土等遺構面保護のための整備

○展示方法の検討

○学術的調査研究の実施

③－６中性子線観測所土台【構成要素 No.70】

【機能と現状】

　Ｂ地区中央部、石神井川側に遺存する。昭和 40 年代に理化学研究所により設置さ

れた中性子線観測所の土台部分である。

　中性子線観測所の建物部分は現在除去されており、わずかに土台部分が残る。

【整備活用計画】

　往時の内部構造や機能は不明であることから、復元等の整備は行わず、基礎部分

の劣化防止のための盛土による保存措置を

行った後、平面表示による展示を検討する。

具体的整備内容の検討

○盛土等遺構面保護のための整備

○展示方法の検討

○学術的調査研究の実施 中性子線観測所土台
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３．動線計画

　本節では、公共交通機関の駅などの各交通拠点から史跡指定地までのアクセスルー

ト例、及びエントランスや園路などを中心に史跡指定地内の周遊ルートや動線につい

ての２つの観点で人の流れを想定し、観光・商業振興などの視点からの効率的な回遊

や効果的な見学、快適な公園での滞在に向けた検討を行う。

（１）史跡指定地までのアクセスルート

①基本的な考え方

　板橋区は、江戸時代に整備された五街道の一つ「中山道」とその脇街道である「川

越街道」が南北に走り、豊かな街道文化が育まれ、古くから交通の要衝として発展し

てきた。江戸末期から明治維新における中山道は、皇女和宮降嫁の大行列が通り、東

山道征討の官軍が駐留し、近藤勇の処刑が行われるなど、目まぐるしい変転の舞台と

なったが、このような歴史的背景を踏まえ、板橋地域（北：都営三田線の板橋本町駅、

南：ＪＲ埼京線板橋駅、東：史跡公園、西：ハッピーロード大山商店街の川越街道口・

大山福地蔵付近で囲まれたエリア）において、史跡公園に「扇の要」の役割をもたせ

ることで、産業・観光振興の新たな方向性を見出し更なる発展を促進していく。

　『板橋区観光振興ビジョン 2025』（平成 30 年２月策定）では、板橋のめざす観光を「有

名観光地を訪れるのではなく、何気ない普段着のまま歩くことのできる、日々の暮ら

しを体験するもの」「地域の様々な資源や魅力を知って、観て、体験できる、その地

の歴史や文化を感じる、懐かしさと新しさに出会えるまち」としている。

　そのため、史跡公園が持つ重層的な歴史的価値とともに、旧中山道「板橋宿」の面

影を残す商店街や、板橋と北区王子方面の工業地区とを結ぶために明治時代に開通し

た王子新道、昭和に入り旧川越街道沿いに発達した商店街、また、今後、東武東上線

踏切から川越街道に至るまでの部分が完成する予定の補助 26 号線や、都市再生の取

組が進行中のＪＲ板橋駅西口や大山駅周辺、そして、石神井川の桜並木など、板橋地

域のストーリー性を感じながら回遊することで、新たな交流とにぎわいの創出をめざ

す。また、回遊にあたっては、徒歩はもちろんのこと、既に実験導入しているシェア

サイクル（自転車）の活用も想定する。

　史跡公園は、西の「哲学堂公園」（中野区）方面から、大谷口水道タンクや大山再

開発エリア、健康長寿医療センター（渋沢栄一記念コーナーや銅像）、東板橋公園、

東板橋体育館と植村直己冒険館との複合施設等、補助 26 号線と王子新道で結ばれる

ルートと、区の名前の由来と言われている『板橋』が架かり桜並木で有名な石神井川

の緑道とが交わる箇所に立地している。そこから東に向かうと、十条や王子、飛鳥山

公園など北区方面に存在する各種文化財や歴史スポットなどを巡ることができること

から、東西散策ルートの「要」にもなり得る可能性を持っている。
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　また、南北方向では、巣鴨地蔵通り（豊島区）から滝野川（北区）、ＪＲ板橋駅と、

旧中山道を通ってのアクセスが可能であり、一方、自転車道の整備が進んでいる環状

六号線が中山道と、新宿方面から「板橋宿」付近で合流することから、広域からの集

客もめざすことができる。

　以上のことから、史跡指定地までのアクセスは、鉄道やバス、自動車、自転車、徒

歩などのすべてを想定し、板橋地域内における回遊については、徒歩や自転車といっ

た「人間中心」の移動手段を基本と考える。

　具体的には、地域の外縁部に存在する幹線道路や鉄道駅などの地点から、地域内を

回遊するのに効果的なルート（通り）を設定し、そのルートを選択しながら史跡公園

まで誘導するよう、地域を挙げたハード・ソフト両面からの環境整備を行っていく。

図 24：動線計画概念図
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②史跡指定地までのアクセスルート例

②－１：板橋駅・新板橋駅ルート（図 25 参照）

　旧中山道から王子新道を通り、史跡指定地に至るルートＡと、旧中山道を右折し、

中山道を横断、板橋五中の横を通るルートＢが挙げられる。

図 25：アクセスルート例図（②－１：板橋駅・新板橋駅）
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②－２：板橋本町駅ルート（図 26 参照）

　板橋本町駅から環七通りを右折、旧中山道に入る。旧中山道をそのまま南下し、王

子新道方向へ左折、史跡指定地に至るルートＡと、石神井川にかかる「板橋」を左折

し、石神井川沿いを辿り史跡指定地に至るルートＢが挙げられる。

図 26：アクセスルート例図（②－２：板橋本町駅）
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②－３：大山駅・板橋区役所前駅ルート（図 27 参照）

　大山駅から旧川越街道、中山道を経由、王子新道を経て史跡指定地に至るルートで

ある。

図 27：アクセスルート例図（②－３：大山駅・板橋区役所前駅）
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②－４：ＪＲ埼京線十条駅ルート（図 28 参照）

　ＪＲ埼京線十条駅からのルートは図 28 のとおりである。途中、北区立中央図書館

として活用されている東京第一陸軍造兵廠 275 号館や、北区立中央公園文化センター

として活用されている東京第一陸軍造兵廠本部事務所など、史跡指定地への道すがら、

東京第一陸軍造兵廠時代の遺構を確認することができる。

図 28：アクセスルート例図（②－４：ＪＲ埼京線十条駅）
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②－５：近隣バス停からのアクセス（図 29 参照）

　王子駅－板橋駅（国際興業バス：王 22）路線上のバス停（「区境」・「板橋給水所」・

「東板橋体育館入口」）からのアクセスが至近である。

図 29：アクセスルート例図（②－５：バス停からのアクセス）
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②－６：駐車場の設置に関する考え方

　文化庁文化財部記念物課編『史跡等整備のてびき』（同成社、2005、Ⅰ総説編、112

頁）によると、「史跡等の活用に供する駐車場の設置については、原則として指定地

外とする」とされている。

　また『保存活用計画』では、史跡と周辺地域との回遊性の構築について、近隣諸駅・

諸バス停留所などから徒歩等で史跡へアクセスすることで、その道すがら商店街をめ

ぐり、文化遺産・関連文化財を見学することで史跡への理解を深めるとともに地域の

活性化に寄与していくことを念頭におくとしている。



129

第５章　整備基本計画

　史跡公園の来場者が、史跡のみならず地域に点在している様々な街の魅力を観て回

るという回遊性を構築し、観光振興、商店街振興、産業振興、ひいては地域全体の活

性化に寄与するためには、史跡公園内に限定しかねない史跡指定地内に駐車場を設置

する方策よりも、近隣に多数所在する民間の駐車場の活用や、シェアサイクル・ポー

トの設置、区施設の駐車場の活用などの手法について検討を進め、利便性の確保につ

いて議論を重ねていくことが重要である。

　なお、周辺地域との回遊性の構築に向けた具体的な事業例は、本章「８．地域全体

における関連文化財等との有機的な整備活用に関する計画」及び「10．公開・活用に

関する計画」（１）⑤活用事業Ⅴ（174 頁参照）において示す。

③環境整備

　公共交通機関の駅などの各交通拠点から、アクセスルートを通って史跡指定地まで

訪れる際、道すがら地域に点在する様々な街の魅力を見学・体験し、来場者に楽しん

でもらうためには、アクセスルート周辺におけるハード・ソフト両面の環境整備を実

施することが重要である。

　史跡公園とその周辺地域の魅力を巡り、街の魅力を体感してもらうための検討しう

る施策を下記に列挙し、今後の史跡公園整備の中で検討を深めていく。

・�板橋地域を特別な空間として他の地域と差別化するための明確な境界となるシン

ボルを配置する。地域の外縁部、特にアクセスルートや橋、駅・駅前広場、商店

街アーチ・街路灯などに、キャッチコピー等のデザインを施した「装飾アーチ」

や「統一フラッグ」「表示板」「垂れ幕」などを設置する。

・�板橋地域の中心部に位置する古民家『板五米店』（仲宿商店街）を観光拠点とし

て活用。

・�鉄道駅（駅前広場を含む）や観光（案内）スポット（いたばし観光センター、板

五米店、史跡公園、板橋、商店街事務所など）等に板橋地域の歴史的背景と合致

するデザインの地図・案内表示の設置。

・�円滑な地域内外の移動を確保するためのサイクルポートの充実。

・�統一されたデザインの「日除け暖簾」「提灯」「歩道のカラー舗装」「屋号看板」「植

栽」「法被（はっぴ）」などの設置。

・�「板橋のいっぴん」とともに、史跡や板橋宿、加賀藩ゆかりの金沢市などの交流

自治体にちなんだ商品、製品、フードメニュー等の開発・販売。

・時代やテーマ性を感じられる祭り・イベントの実施。

・�国の重要文化財に指定されている北区の「晩香盧」や「青淵文庫」など、板橋地

域のみならず、隣接区の文化財や観光資源と連続した新たな「散策コース」の開発、

観光大使・観光ボランティアによる「まち歩きツアー」の実施。
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（２）史跡指定地内の周遊ルート

①エントランス

　現在記録で確認できる最古の板橋火薬製造所稼働時のエントランスは現在の加賀西

公園付近であり、史跡指定地には当時のエントランスを確認することができないが（大

日本陸地測量部王子図　明治 42 年）、火薬製造所閉鎖時までこのエントランスが使用

されており、史跡指定地は万年塀で囲われていた記録が残っている（東京第二陸軍造

兵廠本部及板橋製造所構内図　昭和 18 年）。往時のエントランスを再現することは現

在、東板橋体育館、加賀西公園として使用されていることから困難であるため、加賀

公園や旧理化学研究所をはじめとした現状のエントランスを使用することを前提とす

る。また、新たに設置する必要がある場合は、往時のエントランスであると誤認され

ないような意匠、仕様の選定を検討する。

【Ａ地区】

　前項で記載したアクセスルートからの入場を想定し王子新道沿いに１か所（入口

Ａ -１）、Ａ地区とＢ地区との接続を考慮し、石神井川沿いに１か所のエントランス（入

口Ａ -２）の新設を検討する（図 30 参照）。

　王子新道側の入口Ａ -１は、道路境界線から歩道状空地（後述）の敷地を確保した

部分に、地下遺構の埋蔵を発掘調査のうえ、確認し設置することとする。このエント

ランスは展示資料の搬入車両や植栽管理などの管理用車両の進入を想定した仕様とす

る。

　石神井川側の入口Ａ -２はＢ地区への接続を確保するために、効率性や安全性など

を検討し最適な場所にエントランスを設置する。なお、Ａ地区と石神井川緑道間には

約２ｍ程度の高低差が生じているため、階段及びスロープの設置を併せて検討する。

【Ａ’地区】

　加賀公園に現在設置されている王子新道側４か所（入口Ａ’-１、Ａ’-２、Ａ’-

３、Ａ’- ４）及び石神井川側１か所（入口Ａ’- ５）の出入口については、公園利

用者の動線を考慮した上で機能の検証を行い、整備方法を検討する（図 30 参照）。

【Ｂ地区】

　現在Ｂ地区外周は閉鎖管理のため外柵が設置されているが、今後もその機能は維持

し、仕様等は必要に応じて修景に合わせ更新する。エントランスはアクセスルートか

らの入場と、Ａ、Ａ’地区との接続を想定して石神井川緑道側（入口Ｂ -１）及び北

側私道側（入口Ｂ -２）に設置を検討する（図 30 参照）。

　現在、理化学研究所Ｂ棟及びＣＤＥ棟間に設置されているトイレは史跡の本質的価
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値を構成する要素ではないため撤去し、管理車両の出入口としての機能も併せ持った

エントランスの設置（入口Ｂ -２）を検討する。また既存の出入口である愛誠病院正

門付近のエントランス（入口Ｂ -３）はＪＲ十条駅からの推奨アクセスルートからの

入場を想定して維持する。

　石神井川側のエントランス（入口Ｂ - １）は史跡部分の遺構の埋蔵を発掘調査し、

確認したうえで設置する。この場合、Ｂ地区と石神井川緑道間に高低差を生じている

ため、階段及びスロープの設置を検討する。

図 30：エントランス想定図
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②園路

　園路整備は来場者の効率的な回遊性や効果的な見学、快適な公園での滞在の観点及

び史跡の保存に考慮しながら実施する。

　仕様・構造は区の公園整備の指針に準拠し、可能な限りユニバーサルデザインの考

え方を取り入れていく。

　園内の回遊ルートについては、エントランスが複数あることから、多方向からの入

場が想定され、見学順路を設定するが来場者の自由な散策を想定する。またガイド等

による案内を実施する場合のモデルコースを設定し、来場者が史跡を理解しやすく、

ガイドが説明しやすい園路を整備する。モデルコースは、所要時間や目的など、来場

者の希望に合ったコースを提供できるよう複数のコースを設定する。
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　【Ａ地区】

　史跡の理解を促す順路を設定しつつも、来場者が自由に遺構・建造物間を回遊でき

ることに配慮し、仕様を決定する。園路の設置場所については、遺構・建造物間に設

けることとし、必要に応じて盛土等で遺構面を保護したうえで、史跡の修景とあった

舗装材で舗装する。

　王子新道側エントランスとＡ地区中心部との間や、燃焼実験室西側とマンション建

設地の間など高低差がある部分については、階段やスロープなどの高低差解消の機能

を設置することを検討する。なお、燃焼実験室西側とマンション建設地との間につい

ては、展示資料の搬入車両や植栽管理などのため、管理用車両の通行路としての機能

を持たせる。

　Ａ地区とＡ’地区の動線は、王子新道側についてはＡ地区の歩道状空地とＡ’地区

の王子新道側園路を連結させる動線と、軽便鉄道軌道敷跡上の動線の２系統の設置を

検討する。特に軽便鉄道軌道敷跡は史跡の本質的価値を理解することにつながるため、

必要に応じて盛土などの遺構面の保護対策を施したうえで、往時の線路幅を平面表示

するなどの園路整備を検討する。

図 31：園路整備図
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第５章　整備基本計画

【Ａ’地区】

　原則的には現在整備されている加賀公園部分の園路を活用するが、Ａ地区の整備内

容に合わせて整備が必要な部分がある。

　Ａ地区の歩道状空地とＡ’地区の王子新道側園路を連結させる部分に高低差が生じ

ているため、安全な園路通行のため切土などの造成による高低差の解消について検討

を行う。

　築山は射垜など露天式発射場の整備と併せて園路の設置を検討するが、丸太階段が

施工されている部分や築山内に２か所ある広場へのアプローチ園路は、けあげが高い

部分や傾斜の大きい部分があり歩行にやや難があるため、より歩行しやすい園路への

更新を検討する。

【Ｂ地区】

　Ａ地区同様、史跡の理解を促す順路を設定しつつも、来場者が自由に遺構・建造物

間を回遊できることに配慮し、仕様を決定する。園路の設置場所については、遺構・

建造物間に設けることとし、必要に応じて盛土等で遺構面を保護したうえで、史跡の

修景とあった舗装材で舗装する。

　石神井川側の園路を整備する際に史跡の構成要素にあたらない鉄棒や物置小屋など

の障害となる要素は撤去を検討する。また園内通行を阻害する樹木については伐採を

検討する（「５．修景・植栽に関する計画」参照）。

　愛誠病院前の現在車両入口となっている部分は、マイクロ加工棟を撤去した上で、

多目的に利用できる広場として整備することを検討する。

　爆薬理学試験室の石神井川に面した部分は、火薬製造所時代に意図的に地面が掘り

込まれており（図 32 参照）、当時石神井川から資材などの搬出入に使用されていたと

考えられ、物流を把握できる重要な遺構であるため、この地形を保護し、発掘調査を

行ったうえで盛土するなどの遺構面の保護を行う。この掘り込み部分には２ｍほどの

高低差が生じているため、その解消のため階段の設置を検討するとともに、車いす等

でも見学できるように通行用デッキを設置するなどの園路の設置を検討する。

鉄棒（旧理化学研究所敷地内） 物置小屋（旧理化学研究所敷地内）
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図 32：爆薬理学試験室（理研Ｂ棟）の整備図

図 33：動線想定図
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③地区計画における歩道状空地の設置

　第２章の 34 頁や第３章の 66 頁で記載した通り、区は平成 14 年、史跡指定地が含

まれる「加賀一・二丁目地区地区計画」を策定し、Ａ地区の南側、王子新道沿いに幅

員２ｍの歩道状空地を設置することとしている。史跡整備はこの地区計画に基づき、

史跡公園整備の際は、マンション建設予定地からのスムーズな接続及びＡ’地区の南

側、王子新道沿いまでの園路を結ぶ歩道状空地の一体的な整備を検討する。

図 34：加賀一・二丁目地区地区計画における歩道状空地の設定図

（※マンション開発工事中）

平成28年度現況実測平面図

平成28年度現況実測平面図
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 延長約 320m
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４．地形造成に関する計画

　地形造成には盛土と切土があり、『史跡等整備のてびき』では「園路等の路床の設

置をはじめ、復元展示等の遺構表現のために建築物又は工作物の基礎、導排水施設等

の基礎などを設置する場合の支持基盤の造成、斜面の安定化、緑化植物を植栽する場

合の基盤造成などを目的として実施するものである。」（『史跡等整備のてびき』同成社、

2005、Ⅲ技術編、194 頁）とされている。

　本史跡は史料的制約から往時の地形の全容把握が困難であることから、地形造成は

往時の地形復元をめざすのではなく、発掘調査により遺構面を確定したうえで、遺構

面の保護のための盛土を行うなど、遺構面の保存を第一義な目的として実施する。

　切土については地下遺構への影響からできる限り回避するが、エントランス部分の

高低差の解消や園路の勾配の解消など整備上必要な場合や、埋没遺構の露出展示など

遺構の表現上必要な場合には、遺構面確定の発掘調査を実施したうえで、切土による

整備を検討する。

　また給排水系統・施設については、給排水管の埋設など給排水機能の新設が必要と

なるが、遺構面の調査を実施したうえで、遺構面の保存に配慮しながら実施されなけ

ればならない。

図 35：地形造成概略図

造成概略図

整備面

現況面

遺構面

（１）Ａ地区

　過去の土地利用により削平された場所がある。遺構面の確認調査を基に、遺構保護

に必要な覆土の厚さを決定した上での整備を検討する。

　王子新道に面したＡ地区南側、及び石神井川緑道に面したＡ地区北側のエントラン

ス設置については、ともに高低差が生じる可能性があるため、発掘調査を実施したう

えでの造成を検討する。
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（２）Ａ’地区

　加賀公園としての地形造成に関する整備がなされている地区で、原則として公園と

しての機能を充実、維持、管理していくことをめざす。

　史跡の構成要素である築山は、今後雨などにより土砂が崩落し、史跡の本質的価値

である現在の状況を損なう恐れもあることから、土留擁壁の設置、アンカー・モルタ

ル吹付などの法面安定化や法面を緑化するなど、斜面安定を図るための整備を検討す

る。また築山北側などの地点に、戦前の建造物の遺構が埋蔵する可能性があることか

ら、発掘による地下遺構の状況調査を実施したうえで盛土による遺構保護を行うなど、

現状保存に配慮をした整備を検討する。

（３）Ｂ地区

　Ｂ地区全般の地形造成においては、発掘調査により遺構面を確定したうえで、必要

に応じて造成計画を検討する。

　石神井川緑道に面するＢ地区南側に設置を検討しているエントランス部分は、高低

差が生じており、階段・スロープの設置が必要であるため、適切な位置、規模などを

検討する。

　また石神井川緑道に面するＢ地区南側の一帯には、戦前の遺構が埋蔵する可能性が

あることから、発掘による地下遺構の状況調査を実施し盛土による遺構保護を行った

うえ整備を実施するなど、史跡としての価値を損なうことなく史跡公園の魅力を高め

ていく整備の実現をめざす。


